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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・10/9（火）11：10～11：40、17：10～17：40で看護グループ内研修が行われる。対象者は看護初級、中級となっている為、対象者は勤務を確認し出席すること。

・10/11（木）11：10～11：40、17：10～17：40で看護グループ内研修が行われる。対象者は看護初級、中級となっている為、対象者は勤務を確認し出席すること。

・10/12（金）、OT実習生が実習予定となっている。

・本日、16：00より松林政道様の退院療養検討会が行われている。担当は大谷地さんとなっており、それに伴い、小野寺ノリ様の担当が櫻田さんへ変更となっている。

・11月分のプログラムテキストの作成を10/15（月）までに行うこと。10月より新体制となっており、プログラム実施において必要な修正箇所については適宜行う事としている。修正等に関してはプログラム班へ連絡をすること。

＜患者様情報＞

・柳町　信之様～アパートの管理人より、アパートを出てすぐの所（階段付近）で立ち小便をしているため近隣から苦情が来ていると情報がある。ナイトケア利用時に青明舎へ連絡をし、青明舎スタッフから同様の説明を行う事とする。
・大下　良悦様～表情の険しさが見られ、若干の語気の強さも見られている。本人からの訴えはなく、周囲とのトラブルも見られず経過。日中の居眠りが多く、昼食時間にも起きる事が出来ず声掛けで慌てて青山荘へ戻って行く事がある。

・倉石　ヨシエ様～青風荘スタッフからの情報で、夜間の血圧高値が継続して見られているとのこと。日中は比較的落ち着いている事から、様子観察とこまめなバイタル測定で対応していく事とする。

・山田　吉夫様～本日、定時になっても来所なく本人から連絡も無い状態。本人携帯に連絡するも留守番電話になっている。青陽館・青明舎スタッフでアパート訪問すると、本人在宅。様々な理由を並べているが、「都合が悪くて出なかった」「やる気が出ない。明日は行く」と話されている。月～金はデイナイトケア、土曜は青明舎を利用することが約束であったことを説明。どうしても欠席するのであればきちんと連絡を入れること、着信があったところへは必ず折り返しの電話をするよう促し、その場で電話連絡をして頂いている。姉様宅にも、スタッフから情報提供している（姪が対応）。また、メールは今後も使用しないとのことで、本日青明舎同行でauショップにメール契約を解除してくることになっている。

・下妻　康貴様～10/18（木）、ハローワークの集団面接に行くため休む事を職場にも伝えていると話している。職場からの許可も出ているとのこと。

・中村　弘明様～本日、急な仕事が入りナイトケアを休むと連絡ある。10/12（金）は来所すると本人よりある。

・高田　マキ様～デイケア利用日について受け持ち担当スタッフと再検討し、継続して月曜日・木曜日の利用としている。

・大久保　恒夫様～9月来所時は身体の傾きが目立ち手の動きが硬かったが、本日は傾き見られず、「体調？大丈夫。元気だよ」と返答聞かれている。

＜青明舎登録者様　情報＞

・清水　泰雅様～10/4（木）の面談では、“本人の障害者枠での就労”という母様の思いや意向を傾聴しながら、現状と主治医の意見を伝え、デイケアでの取り組みや、青山荘で行える訓練について話している。また、青山荘利用までの流れを簡単に説明している。面談後は、母様の希望により青山荘見学実施。青山荘スタッフから、体系移行前後の変更点と、利用料について説明している。母様からは終始、本人の世話をする人間がいなくなった時に備え、何か１つでも本人の希望となる事を見つけたい、幸房で行っているようなチラシ配り等の『作業』を何かしらやらせたい、との強い希望が聞かれる。その一方で、自らの焦りが本人にプレッシャーを与えているかもしれない、とも話す。スタッフ側からは、まずは母様と本人との温度差を縮める事、ゆっくりでも着実に前進することが大切であるという事を伝えている。

・宮　陽子様～10/1（月）定期訪問実施。玄関の戸が開いており、笑顔で出迎えられる。服薬ボードの10/1（月）夕食後の薬が無い事を問うと、「どうしたんでしょうね～」と曖昧な返答ある。「たまにこういう事があるんですか？」と問いには「こういう日もありますよ～」と笑顔で話す。

・佐藤　朗子様～最近、体調不良を訴え、事業所を休んでいる事があるとのこと。有給休暇も使い切ってしまっており、欠勤している状態であるため、現状確認を行い不調時の受診を勧めている。

・下妻　康貴様～10/2（火）、ハローワークより合同面接のお知らせが来ており、面接したい事業所があるとのこと。今の職場（パセリー菜）は、モチベーションがあがらず、外で行う力仕事も多く将来的に考えると仕事を続けることが大変だと思うため、違う事業所で働きたいと気持ちがあると話す。面接を受けたい事業所は①サンデー②整骨院③岩手銀行とのことで、10/18仕事を休み面接に行く予定とのこと。仕事を変えるメリット、デメリットを振り返ると「わかっている。でも、仕事を変えてみたい」と話す。最終的に自分でどうするか決めなければならないが、担当医にも相談してみるよう伝えている。

・鈴木　茂子様～定期訪問実施。部屋は、整理されている。今まで掃除は毎日行っていたが、現在は電気代等の事を考え週3回にしたとのこと。家計簿を確認すると、記入漏れなく記載出来ており、購入品を確認するとバランスよい食事をしている様子。しかし、タバコを購入する回数が多く、1ヶ月60箱（15,000円）購入している。ストレス解消のため喫煙していると本人話すが、スタッフより健康の為、金銭の為にも、喫煙以外のストレス発散方法を探すよう本人へ伝えている。友人との付き合い方について尋ねると「神山さんに部屋の掃除を頼まれたが、素人が掃除してきれいになるレベルではなかったため、業者を呼ぶようアドバイスしたら、怒った。今後、見舞いにも行かない。神山さんに会わない方が、せいせいする。友人は神山さんだけではないので、他の人と遊ぶことにする。デイケアの友人と月1回ずつ自分の部屋で麻雀をする約束をしている」と話している。近所迷惑、物のやりとりに注意するようスタッフより伝えている。

保護者である姉様に電話をし、本人より「姉が頻繁に会いに来てくれているので、訪問看護の回数を2週間に1回へ減らしたい」と相談があったことを伝えている。姉の意向を確認すると、「今は退所したばかりなので、もう少し現状のままの支援をお願いしたい。本人の意向中心に進めて、何でも思うままになると思われてもダメだ。10月いっぱいは現状のまま進め、問題がないようなら検討したい」と話している。主治医にはこちらから報告を行うが、本人には姉からも説明してほしいことを伝えると、了承している。

・高柳　和子様～定期訪問実施。寂しくなり食べることで気を紛らしていたら、体重が先月より1.3Kg増加したとのこと。ショックを受け、落ち込んでいると話すため、食欲がある事は体が健康である証のため、今後は、食べる物に気をつけ、お腹が空いたら野菜や果物を多くとるよう伝えている。生活で困っていることはないか確認すると、現在、洗濯終了後に柔軟剤を入れており、洋服にしみがつくと話すため、柔軟剤の正しい使用法について本人へ伝えている。

・松川　順子様～訪問し、今後の生計について確認している。現在、貯金額も3万円以下のため、10/5生活保護申請に行く事としている。生活保護の申請が通れば、引っ越し費用は生活福祉課から支給されることを伝える。10/11（木）生活福祉課職員がアパートへ訪問に来るとのこと。11/15（木）にはアパートを出る事を不動産へ話しているため、生活福祉課職員の訪問後に今後の住まいについて検討する事としている。

・山田　吉夫様～訪問実施。姉が色々差し入れをしてくれているとのことで、部屋には、お菓子などの食べ物が沢山ある。退院後の生活を振り返ると「毎日、デイナイトケアに行き、長い時間過ごしているから疲れる。夜は、姉が毎日泊まってくれているが、申し訳ないという気持ちと、いつもスタッフや姉から監視されているようで息が詰まる。俺は、病気ではない。土曜日は、青山荘利用すると病院の長谷部さん（PSW）が計画を立てたが、知っている人が沢山いるから行きたくない。色々考えていると訳が分からなくなってくる。腹も減らないし、夜も眠れない」と話す。食欲がなく、夜も眠れない状態は、健康ではないことを伝え、デイナイトケアの必要性を説明すると「それは、わかっているけど、俺は怠け者だからな。デイナイトケアは行くが、青山荘には行きたくない」と話す。青山荘の代わりに青明舎の活動室を利用してみるよう提案すると「青明舎なら行っても良い」と答えるため、来週、主治医と病院PSWに青明舎利用について確認してみる予定としている。

・中居　美津子様～定期訪問実施。玄関を開けるとカラーBOXが2つ増えている。本人へ確認すると、物を整理するために購入したと話している。また、室内もより煩雑な状態であり、指摘すると、「猫を飼う準備をしているので散らかっている」と話している。ペットに関してはアパートの契約を確認するが、本人は「口約束で借りているため、契約書はない」「でもきっと、猫を飼うと大家さんに怒られると思う」と話している。契約を守らなければ退去を命じられても仕方のないこと、また、地域で生活するのであれば、社会のルールが重要であることを伝えている。

・駒木　洋士様～先週、青明舎登録を行っている。憩いの場を利用しており、時々、時間を過ぎても利用する事があるため適宜、説明を行い慣れて頂く予定としている。

＜事例検討＞

駒木　洋士様（59）主：非定型精神病　合：椎間板ヘルニア

現　状

・気分は少し上がり気味

・躁転すると、外出が多くなり就労希望が出現する

→図書館に本を借りに行く、建築関係の本を読むなど

・椎間板ヘルニアが悪化中

→デイケアで腰痛体操を行った際に傷めたとの事で現在、滝沢整形を受診している

・先週、青明舎に登録を行っている

→月・水・金・土曜日の利用（10月いっぱいを予定）

長期目標
再発せずに、現在の生活を維持する。

中期目標
①継続して通所し、生活リズムを崩さず服薬を行う。

②不調や不安等を言語化し、スタッフへ伝えることができる。

③食事と運動に気をつけ、健康的な生活を送る。

短期目標
①服薬を忘れずに行うことができる。

②不調がある際はスタッフに伝えることができる。

③栄養指導に忘れずに参加する。

実施計画
①通所日には内服状況、病状、生活状況を観察、確認し、利用日の通所を促していく。

②自宅での作業状況（資格取得の為の勉強）を確認し、疲れの有無を確認し、躁転を防ぐ。

③食事内容を確認し、本人と共に栄養バランスについて振り返りを行う。簡単な食事メニューや調理法について助言する。また、栄養指導に参加していない時は声掛けを行い、参加を促していく。

今後について
各目標内容で達成し始めているものや安定してきているものがある為、本人来所時に目標について話し合い変更等を行っていく事とする。また、青明舎での症状悪化時の対応についても検討し情報提供して行く事とする。

＜外来情報＞

・植村　廣隆様～警察署から持参した、運転免許証に関する意見書を作成している。

・繁名　和恵様～「寒い」と訴え、漢方を希望される。葛根湯が処方となっている。

・中村　寿明様～10/10（水）が初外来日だが来院している。身体が勝手に動いて落ち着かないと訴えあり、タスモリン2日分が処方となっている。次回は、10/10（水）に受診する予定となっている。

